


























































































































































































































































































































































































































結  語 
 
 本論は、第一に、1926 年 10 月時点で、自然的態度をとる自然的生の主題化が、超
越論的世界考察へ至る際に不可欠であることが明言され、自然的態度の意義の転換が
存立することを明らかにした（第一節）。第二に、1926 年 10 月時点で、自然的態度
をとる自然的生は、純粋心理学（現象学的心理学）の主題となりうると同時に超越論
的現象学の主題ともなりうるのであり、二重の主題化を被りうることを明らかにした
（第二節）。第三に、1926 年 10 月時点で、世界の前所与性という概念の導入ととも
に自然的生の様式一般およびその世界の超越論的解釈という自然的生およびその世
界の超越論的解釈としての超越論的観念論が確立されたことを明らかにした（第三
節）。第四に、1926 年 10 月時点で、現象学を行使する常習性を創立する意志は、現
象学者という生涯の天職を貫く無限の意志であり、ここに「超越論的現象学の実存的
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